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令和 7 年度　　学校評価書　　　（　実施段階　）

規範意識が高く、明朗で協調性のある人物の育成を図る。

高等学校　定時制課程

全職員での生徒への積極的
な働きかけで、学校は非常に
落ち着いている。授業改善に
ついては、教務部・研修部を
中心として取り組み、一定の
成果を上げた。ＩＣＴ環境の整
備に合わせて、ＩＣＴ活用によ
る授業改善を更に進めたい。
生徒の特性に応じた個別の
支援については、更に充実さ
せる必要がある。就職支援に
ついては、進路指導部を中心
に、充実した支援を行った。
ハローワークを通しての正規
雇用を強く奨励し、正規雇用
を増加させたい。また、本校
定時制課程の魅力を多くの
人に伝える広報活動に力を
入れる必要がある。

家庭との連携を密にし、保護者や関係機関と協力して生徒の悩みや不安の早期把握
に努めるとともに、きめ細かな対応により基本的生活習慣の定着を図る。

福岡県立 糸島

生徒会活動や部活動の活性化を図り、自主性や協調性を育む。

A

授業規律を重視し、落ち着いた学習環境作りに努め、基礎学力の定着を図る。キャリ
ア教育を充実させ、自らの将来を真剣に考える態度を養う。

「いじめは人として絶対に許されない」という強い認識の下、あらゆる機会を通して好ま
しい人間関係づくりに取り組み、いじめの未然防止に努める。

学校行事への積極的な参加を通して帰属意識を育むとともに、自らの長所に気付か
せ、自己肯定感の涵養を図る。

学校行事やホームルーム活動を通して、思いやりの心や周囲との協力関係を構築す
る。

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的
役割目指すべき学校像）

〇他の個性を尊重し、社会に通用する生きて働く「確かな学力」を養成するとともに、地域を愛し、地域から愛される人材を育成する学校。
・自立と成長に重きを置いた教育を実践し、生徒一人一人の個性に沿った教育活動を展開し、卒業後も努力を続ける人材を育成します。
・本校での教育活動と在学中における地域での就労をとおして、地域に貢献する意思と実践力をもった人材を育成します。

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に関する方針）

○社会で必要とされる学力と規範意識を身に付けた人材の育成。
○自己の感情や行動を統制する能力や、よりよい生活や人間関係を形成することができる人材の育成。
○優しさや思いやりなど他人の個性を尊重することができる人材の育成。

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に関する方針）

○中学校段階の学び直しを取り入れ、一人も残さない丁寧な指導の充実。
○ＩＣＴを活用して基礎学力を育成するとともに、就職や進学等の様々な進路に対応できる手厚い支援。
○地域や社会と関わり、様々な職業に出会い、個々に応じた学びによって社会的・職業的自立の支援を充実。

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに関する方針）

○社会で必要な知識や教養を身に付けたい人。
○地元に就職したい人。
○仕事と学業の両面で自分を成長させたい人。
○他者の気持ちを大切にしながら、協力して学校生活に取り組もうと努力できる人。

学校運営計画（４月）

学校運営方針 評価
（総合）昨年度の成果と課題 年度重点目標 具体的目標

社会規範やマナーを意識させ、場にふさわしい行動ができる判断力と実践力を育て
る。

基本的生活習慣を身に付けさせるとともに、就業と就学を両立させるための、強い意志と実践力を
養う。

他者の個性を尊重する態度を養うとともに、自らの資質を理解しその伸長に努める姿勢を身に付
けさせ、糸高定時制に学ぶ自覚と誇りを醸成させる。
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項目ごと
の評価

A

A

A

A

B

A

A

A

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

学習意欲が乏しいことに起因する退学が１学年に多くある。しか
し、これ以外の生徒は意欲的に学習に取り組むようになってき
ており、このような退学者を減少させるためには、特に入学時の
個に応じた指導が重要であり、ここに重点を置くことで退学者は
減少できると予想される。

教育相談、特にＳＣとの連携が有効に生徒指導に結び付いてい
た。教員とＳＣ、保護者が一体となって教育相談を充実させるこ
とで、生徒の課題解決にとどまらず、生徒の成長を促すことがで
きるはずである。

「分かる授業」を展開する
ために、ＩＣＴを効果的に活
用するなど、生徒の実態
に即した授業を実践する

A

A

評価項目 具体的目標 評価（３月）

ＩＣＴのより効果的な活用方法について研修を行い、個に応じた学習を
目指すなど授業改善を推進する。

「分かる授業」を体感させることから、生徒の登校を促すとともに学習
への意欲を高め、ひいては中途退学の防止に努める

担任を中心とした面談やＳＣを積極的に活用するなど生徒の課題の
把握に努め、これを踏まえた指導ができるよう研修を行い、生徒の指
導に活かす。

三者面談の機会を確保することを始めとして、より積極的に家庭訪問
を行うなど、家庭と一体となった指導を行う。

自己評価

結果の考察と次年度の課題

学習・研修

学校関係者評価

学校関係者評価委員会
からの意見

多様な生徒がいる中、大きな問題もなく学
校運営ができている点は、素晴らしいと感
じる。

４月からの自転車交通反則通告制度の
変更に合わせて、生徒たちが留意すべき
点をまとめ、指導の周知徹底を図ってい
ただきたい。

・学力の個人差が大きいので、個別最適
化のサポートが重要と考える。
・中学校と高校の交流ができるとよい。
・生徒に寄り添った指導をお願いする。

SCとの積極的な活用が進んでいる点は、
素晴らしいと思う。

同じような境遇にある先輩方の話しは、
生徒たちにも大きく影響する良い取り組
みと考える。

部活動

部活動を通して、同学年だけでなく学年を超えたコミュニケーションを
とる場にする。また、集団で活動することにより友達を増やしたり、協
調性を高めたり、運動や音楽を通してストレスを発散したりする一つ
の活動として活かしたい。

生徒の就業状況を把握するとともに、学業と就業の両立を推奨する。

夏季休業中の職場訪問を全職員で実施し、生徒の就業実態の把握と
雇用の拡大を図る。

HRや学校行事を利用して実施する進路学習や卒業生による講演会、
職業体験会等を通じて、将来の進路についてより具体的にイメージで
きるような指導を行う。

就職希望者には、ハローワークや民間就職支援会社等と連携しなが
ら、就職セミナーや面談、会社見学等、体験的かつ積極的な進路支
援を行い正規雇用に対する意識を高める。進学希望者には、オープ
ンキャンパスへの参加を積極的に推奨する。

進路指導

将来に対する目的意識を
持ち、自らの適性に合う進
路を積極的に選択・決定し
ようとする意欲と能力を養
い、具体的な目標が持て
るようにする。

特記事項無し

・各部活動における好成績は、職員の
方々のサポートの賜物だと感じる。
・部活動は人間性を養うために大いに役
立つと考える。さらなる発展を期待する。

A A

生徒の就業状況や卒業予定生徒の進路状況については生徒連絡会
において情報共有できている。多くの生徒は学業と仕事の両立ができ
ているが、一部生徒で出席状況に苦慮している生徒がいた。職場訪問
や面談を通して、就業と学業の両立について取り組ませたい。職場訪
問は生徒の実態把握や、職場との連携のために有意義であった。次年
度も担任、副担任で連携して実施したい。

今年度は自転車競技の全国大会（ロードレースの部）で個人3位、バド
ミントンの全国大会では1名が福岡県選抜に選出されベスト8、柔道に
おいても全国大会出場を果たすなど運動部所属生徒の活躍があった。
また、音楽部は文化祭でステージ発表を行い、会場を盛り上げた。次
年度は、各部活動の活動のさらなる充実と活性化を図りたい。

Ａ

A

A

生徒指導

生徒全員が安心して、毎
日安全に登校できる環境
を整備する。

A

A

法律、規則、きまり等を遵
守し、社会の一員として生
活する意識を醸成する。

A

学校関係者評価

・学校全体は落ち着きがあり、良好な雰囲気が保たれている。一方で、個々の生徒に目を向けると、複雑な家庭環境やコミュニケーション能力の不足といった課題を抱えな
がらも、懸命に自己肯定感を高めようとする姿が見受けられる。今後は、個々の状況に応じた生徒支援と学習支援をより一層粘り強く継続していく。特に、安易な遅刻、欠
席の抑制に力を入れ、4年間を全うする「やり抜く力（グリット）」の育成を教育活動の柱として取り組む。

・生徒にとって学業と仕事の両立は非常に厳しい状況にあるが、将来のビジョンを具体的に描かせることで、意欲的な取り組みを促すことが重要だと考える。そのため、多
様な企業との交流機会を設けることは極めて意義深い取り組みである。今後は地元企業との連携をさらに強化し、地域社会と協力しながら、より実践的な職業体験プログ
ラムを計画していく。

・部活動に加え、生徒会活動や生活体験発表会などの活動への積極的な参加を促す。それらの活動を適切に評価し、成果を学校内外へ広く発信することで、本校定時制
の教育活動を周知していく。

評価（総合） 自己評価は

　Ａ：適切である

　Ｂ：概ね適切である

　Ｃ：やや適切でない

　Ｄ：不適切である

A

評価項目以外のものに関する意見

これまでの指導が功を奏し、生徒間の揉め事もなく、学校全体
の雰囲気もとても落ち着いている。スクールカウンセラーとも連
携し、教職員間で情報を共有して生徒個々に合わせた対応が
出来ていると感じる。

生徒指導部だけでなく、進路指導部、保健部、研修部等で講演
を企画し、実施している。年々生徒の関心も上がり、効果も出て
いる。交通事故についても、残念ながら１件あったが、確実に良
化している。４月からの自転車についての交通反則通告制度の
変更について、周知を徹底させたい。

個人面談、カウンセリング、家庭や職場の訪問等を通して、生徒の心
理状態や家庭環境を適切に把握し、必要な支援を行い、退学防止に
努める。

外部講師等の講演を活かし、社会人として生きていくために必要な知
識の習得に努めさせ、よりよい社会の構築に貢献できる人材の育成
を行う。

A

A

A

A

A

A

学校行事や総合的な探究の時間を活用し、職業体験会、地元企業見
学会など、様々な進路学習を実施することができ、生徒の就業意識の
向上や、「働くこと」について考える機会とすることができた。次年度も
継続して可能な限りの進路行事を実施したい。また、自己理解や求人
票の見方、就職試験での一般常識やSPI適性検査に向けた対策など
の年次に合わせた進路学習をＨＲ活動や総合的な探究の時間を活用
し実施したい。

・いかに生徒たちのモチベーションを上げ
られるか、様々な職員からのサポートが
肝要と考える。
・生徒それぞれに先生方が対応されてい
ることに頭が下がる。

具体的方策

あらゆる場面で他者に迷惑をかけず、思いやりをもって接することの
大切さを意識付ける円満な人間関係の構築を図る。

働くことの意義を理解さ
せ、在学中から積極的に
就業を奨励し、卒業後の
人生や進路に活かせるよ
うに指導する。

Ａ

部活動を通して、生徒の
学校生活をより充実にした
り、人とのコミュニケーショ
ンの取り方を学んだりでき
る環境づくりに努める。

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

飲酒運転撲滅講演会や交通安全教室での指導を通して、交通法規
の遵守やマナーを理解させ、交通弱者への配慮を促し、生徒の無事
故無違反を目指す。

教育相談を重視し、生徒
の個性を的確に捉え、そ
の伸長を図る

A

昨年度に引き続き、生徒間
でのいじめや暴力などの報
告はない。職員による不適
切な言動もない。

外部講師を招聘して行った
講演の生徒用アンケートで
は、よく傾聴して考えや、感
想を記入していた。卒業ま
でに規範意識を向上させた
い。

意欲的に登校する生徒が
増加する一方で、そうでな
い生徒も存在し、この生徒
への効果的な手立てが見
いだせないことが課題であ
る。

教育相談が充実され、生徒
ひとりひとりの課題に対し
て保護者と一体となって指
導できるようになりつつあ
る。

上級学年になるに従い、段
階的に希望進路が明確に
なってくる傾向にあるが、未
定のままの生徒もいる。進
学希望生徒は各学年数名
程度であり、残りは就職希
望、または未定である。

第１学年の最初の調査（４月）で
は就業率は低いが、第２回調査
（９月）では就業率が上がり、上級
学年ではさらに上がる。就業先は
コンビニエンスストア等の接客業
が多い。職場訪問は生徒の実態
把握や、職場との連携のために
有意義であった。

大多数が、部活動に対して
満足している。

Ａ
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